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（コーナーの名
な

まえ）

●農
のう

家
か

の四
し

季
き

●講
こう

のつどい

●宿
しゅくば

場のくらし

この場
ば

所
しょ

で見
み

られます

　農
のう

家
か

の人
ひと

は米
こめ

や野
や

菜
さい

を自
じ

分
ぶん

で作
つく

るので、新
しん

鮮
せん

で安
あん

全
ぜん

な物
もの

を食
た

べています。今
いま

はトラクターやコンバイ

ンがあるので作
さぎょう

業は楽
らく

になりましたが、昔
むかし

は朝
あさ

から

晩
ばん

まで働
はたら

き通
どお

しでした。一
いち

日
にち

中
じゅう

、重
おも

たい鍬
くわ

をふるっ

たり、夜
よる

はなわをなったりしました。きびしい労
ろう

働
どう

を通
とお

して、くらしの知
ち

恵
え

や技
わざ

を身
み

につけていったの

です。庚
こう

申
しん

講
こう

や地
じ

神
じん

講
こう

とは、近
きん

所
じょ

の人
ひと

たちが集
あつ

まって、神
かみ

様
さま

や仏
ほとけ

様
さま

を拝
おが

む行
ぎょうじ

事です。ごち

そうを食
た

べて、おしゃべりを楽
たの

しむひとときでもありました。

田
た

んぼにも舟
ふね

をうかべてたのか
ドブッ田

た

といって、

胸
むね

まで水
みず

につかって

稲
いね

刈
か

りするような田
た

んぼも

昔
むかし

はあったんだよ。

そうして束
たば

ねた稲
いね

を

田
た

舟
ぶね

で運
はこ

んだのね

へんなのも、のってるけど・・

昔のくらしを語るもの昔のくらしを語るもの昔のくらしを語るもの昔のくらしを語るもの
かたかたむかしむかし

このひっくり返
かえ

した

カゴは？

刈
か

り台
だい

といって、

これを田
た

んぼに

うかべておき、

刈
か

った稲
いね

を、

泥
どろ

がつかないように

この上
うえ

で束
たば

ねたんだ。

田
た

舟
ぶね

刈
か

り台
だい

2階
かい
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ミッション 13

乾
かわ

いた田
た

んぼ（かたい土
つち

）を耕
たがや

すマンガックワと、湿
しめ

った田
た

んぼを耕
たがや

したり、畑
はたけ

のう

ねを立
た

てたりするときに使
つか

うサクリグワを、形
かたち

の違
ちが

いに注
ちゅうい

意しながらスケッチし

てみましょう。

ウ
ナ
イ
グ
ワ

マ
ン
ガ
�
ク
ワ

サ
ク
リ
グ
ワ

　その時
じ

代
だい

に書
か

かれた古
ふる

い文
ぶん

書
しょ

（古
こ

文
もん

書
じょ

）

からも、昔
むかし

のくらしのようすがわかります。

宿
しゅくなみちょう

並 帳や右
みぎ

の旅
はた

籠
ご

の絵
え

図
ず

などからは、宿
しゅく

場
ば

のようすがうかがえます。

いろんな形
かたち

があるんだね
鍬
くわ

は、田
た

んぼや畑
はたけ

を

耕
たがや

す道
どう

具
ぐ

だよ。

土
つち

の性
せいしつ

質や、

使
つか

う目
もくてき

的によって

使
つか

い分
わ

けていたんだ。

庚
こうしんこう

申講のときは、近
きんじょ

所の人
ひと

が集
あつ

まって

夜
よ

通
どお

しお酒
さけ

を飲
の

んで、話
はな

をしたり、

花
はなふだ

札で遊
あそ

んだりしたんだ。

昔
むかし

はテレビも映
えい

画
が

もないから、

庚
こうしんこう

申講の日
ひ

を楽
たの

しみにしていたんだよ。




